○般若心経
○十 (じゅう)佛名 (ぶつみょう)
清 (しん)浄 (じん)法 (ぱ)身 (しん)毘 (ぴ)盧 (る)舎 (しゃ)那 (の)仏 (ふ)　円 (えん)満 (もん)報 (ほう)身 (しん)盧 (る)遮 (しゃ)那 (の)仏 (ふ)　千 (せん)百 (ば)億 (い)化 (きゃ)身 (しん)釈 (し)迦 (きゃ)牟 (む)尼 (に)仏 (ふ)　當 (とう)来 (らい)下 (あ)生 (さん)彌 (み)勒 (る)尊 (そん)仏 (ぶ)　十 (じ)方 (ほう)三 (さん)世 (し)一 (い)切 (しい)諸 (し)仏 (ぶ)　大 (だい)聖 (しん)文 (ぶん)殊 (じ)師 (す)利 (り)菩 (ぶ)薩 (さ)　大 (だい)行 (あん)普 (ふ)賢 (げん)菩 (ぶ)薩 (さ)　大 (だい)悲 (ひ)観 (かん)世 (し)音 (いん)菩 (ぶ)薩 (さ)　諸 (し)尊 (そん)菩 (ぶ)薩 (さ)摩 (も)訶 (こ)薩 (さ)　摩 (も)訶 (こ)般 (ほ)若 (じゃ)波 (ほ)羅 (ろ)蜜 (み)　引続…
○粥座 (しゅくざ)の偈 (げ)(生 (さ)飯 (ば)をとる)
粥 (しゅう)有 (ゆう)十 (じゅう)利 (り)　饒 (にょう)益 (い)行 (あん)人 (じん)　果 (こ)報 (ほう)無 (ぶ)辺 (へん)　究 (きゅう)竟 (きん)常 (じょう)楽 (ら)

○施食 (せじき)の偈 (げ)
汝 (じ)等 (てん)鬼 (き)神 (じん)衆 (しゅう)　我 (ご)今 (きん)施 (す)汝 (じ)供 (きゅう)　此 (す)食 (じ)遍 (へん)十 (じ)方 (ほう)　一 (い)切 (しい)鬼 (き)神 (じん)共 (きゅう)　引続…
○食 (しょく)事五 (じご)観 (かん)文 (もん)
一 (ひと)つには功 (こう)の多 (た)少 (しょう)を計 (はか)り彼 (か)の来 (らい)処 (しょ)を量 (はか)る
二 (ふた)つには己 (おのれ)が徳 (とく)行 (ぎょう)の全 (ぜん)闕 (けつ)を忖 (はか)って供 (く)に応 (おう)ず
三 (み)つには心 (しん)を防 (ふせ)ぎ過 (とが)貧 (とん)等 (とう)をるるをとす
四 (よ)つには正 (まさ)に良薬 (りょうやく)を事 (こと)とするは枯 (こ)を療 (りょう)ぜんが為なり
五 (いつ)つには道業 (どうぎょう)を成 (じょう)ぜんが為 (ため)に応 (まさ)に此 (こ)の食 (じき)を受 (う)くべし　引続…
○食事 (しょくじ)誓願 (せいがん)の偈 (げ)
一 (いっ)口 (く)為 (い)断 (だん)一 (いっ)切 (さい)悪 (あく)　二 (に)口 (く)為 (い)修 (しゅ)一 (いっ)切 (さい)善 (ぜん)　三 (さん)口 (く)為 (い)度 (ど)諸 (しょ)衆 (しゅ)生 (じょう)　皆 (かい)共 (ぐ)成 (じょう)仏 (ぶつ)道 (どう)
